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※軍記物語において〈罪〉に関わる〈先例〉が語られる実態を確認し、その意図するところ、そしてその〈物語〉が享受
される背景について見通したい。本発表では、軍記物語というジャンルの中で〈先例〉を考えるため、 『保元物語』 『平治物語』 『平家物語』という三つの軍記作品に登場する、断罪場面に登場する信西（藤原通憲）について問題化し、考察を試みたい。
 
武久
 堅
 氏「軍記文学成立の諸条件」
 （傍線発表者）
 
『保元物語』 （半井本）下
 忠正、家弘等誅セラルル事
 
〈先行研究から〉
 
二
 「謀反ノ輩」の死罪
 ─
 死刑復活をめぐって
 
・信西による断罪（死罪復活）を考えること
 
・ 〈罪〉から軍記物語の成立を考えること
 
・ 例〉について考えること
 
一
 はじめに
 
戸川
 点
 氏「軍記物語に見る死刑・梟首」
 （傍線・括弧発表者）
 
主上
、此由聞食テ、今度ノ合戦ノ輩、堅ク制メ置レタリ。 「我朝ニ、昔モ今モカバカリノ事有ケルカ」トテ、 「可
レ被
レ切歟、
①『保元物語』テキストから
 
龍福
 義友
 氏「平安中期の《例》について」
 （傍線発表者）
 
このような《例》の価値判断の基準から事実認
識の視座への機能変換とそこで《例》が果す作用とが現実にあるものとすれば、そこに、
その《例》に対する事実適合性による評価が生じるのは論理上必然です。 《例》を事実との適合性にもとづいて取捨する態度が成立するためには、そこから一転歩を進めれば足りるでしょう。それはまさに、
《例》の価値基準としての基本的な要件の否認への一歩にほかな
りません。
《例》は、個別的な事実の具体性に即する基準であるという性
質によって必然的に、価値基準としてのおのれの拘束性を否定
するにい るものを、萌芽としておのれ自身のうちにはらむ
ことになるのです。そこには、平安時代の先例尊重に対してこれまで普通に
言われてきた、
行為の現実状況からの乖離の危険とは全く逆の危険、行為の無原則性、ひたすらな情況追随への転落をもたらすおそれ
を
こそ見なければなりません。もちろんこの一歩の差は小さいと いえ
無視できるものではなく、事実適合性の判定はいうまでもなく直ち
にはその判定にもとづく基準 取捨を意味 ません。事実 正確な認識
の上に立ちつつそれに適合しない価値基準を持ち続ける態度がさ
まざまな類型を持って歴史上に存在することは明白で、極限的な場合を挙げれば、情況がすべて非であることを明らかに知りながら、敢えて自己の信条への忠誠を貫き、 ためにおのれの生命を失うことも
辞さないというような、志士的な、ある は殉教者的な生き方を
とることも、可能ではあ でしょう
。ただそのような態度が例外的な個性によってではなく多数者によってとられることはどのような社
会にあってもありえ いことである上に いま問題 してい
平安中期の貴族社会のような、価値基準と事実との適合関係が特に重視さ
れる社会では、そ ような態度に対してはとりわけ拒否的であるのが一般的な倫理的雰囲気
であるように思われますから、さきに述べた
危険はいよいよ大きいと言わ ければならな でしょう
 
（前略）武力衝突は歴史的事件として、必ずしも一定の 観の確立 待たずに、事実としての主要人物たちの勝敗の跡 追尋され、敗者は野心の主として裁かれ、その末路が展叙され、
多く処刑・流刑あるいは領地支配をもって出来事は終結する
。
いわゆる乱後処理であ
。怨念、同情、哀惜の情の胚胎は、家の情念の形成を呼び起こし、敗者の詩、一方では勝者の鑑をかたどっていく。 （中略） 「負の処理」
は「敗者の情念」に向き合う戦後処理の問題で 軍記文学は うして常 「戦後文学」として発生し ければならない いう条件を負わされている。
 
ここから（後掲「後白河天皇宣命案」 ）保元の死刑復活といっても
実際に処刑されたのは合戦の輩と呼ばれた武士たち
であったこと、そ
れすら
やむを得ない処置であったと必死で言い訳
し、処刑によって穢気が満ちることを恐れていることが知られよう。保元の死刑復活は
少なくとも公卿層にとっては歓迎でき も ではなかったのである。 （第３節）
 
平安時代には儒教的徳治主義や穢忌避による死刑廃止要求と現実 問題
としての犯罪防止という要求があり、これらの矛盾する要求のた
め
理念としての死刑停止と実態としての死刑というダブルスタンダードが生まれた
のである。 （第１節）
 
報告
 久
 保
  勇（千葉大学）
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  仰詞云、同意太上天皇
幷
前左大臣
、欲奉危国家、為謀叛輩、宜仰明法博士等令勘申所当罪名者、五位蔵人雅頼宣下、明
法博士坂上兼成奉之、
 
実線部①～④・信西の進言内容について
 ①については、鎌倉本はなし、他本「この義しかるべしともぞんじ候はず」で
類同。②は半井本は「金」とあるのを見せ消ちして「人主」とし古活字本は同じ、鎌倉本は「非常の断は専人数」京図本は「非常の段 人数もつぱらにせよ」金刀本は「非常の断は人主
守らず」 、③については古活字本は同じだが他本にはな
く、④は半井本のみで、 「後悔先に立たず」と う向き 言葉を当てるのが鎌倉本・金刀本・古活字本、京図本はなし。
 
※「合戦之輩」について「弘仁」の「古跡」を考慮し、 「
群卿」に諮りつつ「法律」に任せて斬刑に処したこと。
 
※崇徳天皇と藤原頼長が意を同じくして起こした国家転覆。罪名勘申は坂上兼成。
 
※半井本が他本に比して、後白河天皇や信西 姿を押し出 いる。
 
（前略）廿三日
爾太上天皇
乎波
讃岐国
爾奉遷送
留、其他党類、或仰刑官
弖召捕
倍、或帰王化
志弖
来服
須、即令明法博士等勘申所当罪
名
爾、拠無首徒律、
各可処斬刑之由
乎奏
世利
、然而殊
仁有所念、右近衛大将兼長朝臣以下十三人
乎波
、一等減
弖遠流罪
爾治賜
布、
合
戦之輩
、散位平朝臣忠貞以下二十人
乎波
、考古跡於弘仁
倍、
訪時議於群卿
弖、且法律
能任
爾処斬刑
世利
、夫法令馭俗之始
奈利
、刑罰
波
懲悪之基
奈利
若寄重
爾依
弖優
志、職高
加為
爾宥
波、中夏
乎毛
難治
久、後毘
乎毛
難懲
加良牟
、是為眇身
爾不行
須、唯国家
爾無私
良牟止奈利
、即可告此
由之処
爾、依憚穢気
弖、于今延怠
世利
。
 
権中納言兼右近大将兼長
、権中納言兼左近中将師長
、／正三位左京大夫教長
、左近中将成雅朝臣
、／隆長朝臣
、皇后宮権
亮成隆朝臣
、／右馬権頭実清朝臣、散位俊通、／
右馬助平忠貞
、散位盛憲
、／皇后宮権大進憲親、散位経憲
、／
前大夫尉
源為義
、
右衛門大夫平家弘
、／散位源頼憲、
大炊助平康弘
、／
右衛門尉盛弘
、
兵衛尉同時弘
、／
前左衛門尉源頼賢
、平國
正、／院蔵人同長盛
、
左大臣家勾当同忠綱
、／
平正綱
、同正方、／
源為成
、
同為宗
／
同九郎冠者
、
平光弘
、／大法師範長
〈左大臣息〉
 
波線部・後白河天皇の描出
（ 「主上…被
二召問
一ケレバ」 ）鎌倉本「主上」なし、罪科を諸卿に問う。京図本は為義の罪科を
源雅定（左府入道）と内大臣実俊に問う。金刀本は為義の罪科
を雅定のみに問う。古活字本に主上の姿はない。 「 『申処、
其謂アリ』ト被
二聞食
一ケレバ」鎌倉本「 『実に可
レ然』とて、……梟らる」 。京図本「 『此儀いはれたり』とて、……きられ
けり」 。金刀本と古活字本は後白河天皇描出しない。
 
今日被下罪名宣下、
 
何ニ」ト、中院入道右大臣、内大臣実能、大宮大納言伊道、春宮大夫宗能、右大弁宰相顕時、此人々ニ被
二召問
一ケレバ
、
「吾朝 ハ、昔嵯峨天皇御時、右衛門督仲成ガ被
レ誅テヨリ以来、 「死者二度生不
レ被
レ返。不便ノ事也」トテ議定有テ、①
死罪ヲ被
レ止テ、年久シ
。サレバ、長徳ニ、内大臣藤原伊周公、花山院ヲ射奉タリシハ、花山院ノバケ物ノマネヲシテ、
道ヲ行セ給ケル、前足ト云物ヲ召テ、築垣ニ御尻ヲ懸テ、紅ノ袴ヲ続集テ、土ニ下ル程ナルニ、髪ニモ、同色ノ御衣ヲ着テ有ケルヲ、伊周公 実ノバケ ト思 是ヲ射奉ル。 「罪既ニ斬刑ニ及ブ。死罪有ベシ」ト、法家検申シ然共、死罪一等ヲ減テ、遠流セラレキ ②其後、死罪久絶タリ
。今改メ行ハルヽニ不
レ及。且ハ又、故院ノ御中陰ノ間也。旁被
レ宥タラ
バ、可
レ然」由、人々被
二申合
一ケルヲ、①少納言入道信西頻ニ申ケルハ
、 「①
此御計悪ク覚へ候
。②
「非常ノ断ハ、人主ヲ
専ニセヨ
ト云文アリ。③
「世中ニ常ニアラザル事ヲ、主人ノ命ニ随」ト見ヘタリ
。サレバ、多ノ謀反ノ輩ヲ、国々へ遣
サレバ、僻事出来リ 定世乱候ナンズ。④
只切セ給へ
」ト②勘申ケレバ
、 「申処、其謂アリ」ト被
二聞食
一ケレバ
、③信西
ガ申状
ニ依テ、皆被
レ切ニケリ。人々傾申ケレ共、不
レ叶。
 
（傍線部は翌日以降斬刑となった者、波線部は『保元』 （後述
）で拷問に遭った者、二重傍線部は拷問に遭わず流罪とな
った者）
 
『兵範記』保元元（一一五六）年七月廿七日条
 
点線部①～③・信西の進言のあり方
 ①については鎌倉本「信西が意見に」京図本「少納言入道申けるは」金刀本「信西
御後見として 古活字本「少納言入道信西、 々申けるは」 、②については鎌倉 「の由計ひ申ければ」京図本・金刀本・古活字本「 申ければ」 、③については他本なし。
 
二重傍線部①②・死罪停止をめぐる表現
 鎌倉本・京図本・金刀本・古活字本に②にあたる表現はない。半井本の②は先
の と 複し、浮いている。
 
「後白河天皇宣命案 保元元年閏九月八日
 大内記藤原信重作（石清水文書、 『 安遺文』二八四八）
 
②歴史的背景
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  ・ 『保元物語』注釈史では、用例として『中右記』嘉承元（一一〇六）年四月九日条を引くのみ。 （岩波新日本古典文学大系・小学館新編日本古典文学全集など）
 
会
レ 降者。聴
レ 従
二 当贖法
一 。 〈謂。雑犯死罪以下。未
二 奏畫
一 逢
レ 降。有
レ 官者。聴
二 官当
一 。有
レ 蔭者。依
二 贖法
一 。本法
不
レ 得
二 蔭贖
一 者。亦不
レ 在
二 贖限
一 。其会
レ 赦者。依
レ 令解
二 見任職事
一 。如特奉
二 鴻恩
一 。惣蒙
二 原放
一 。
非常之断。人主
専
レ 之
。官位勲位。並合
レ 如
レ 初。不
レ 同
二 赦降之例
一 。 （以下略）
 
一
 前内府事如何、 義経申云、 相具可
レ入
レ京
一歟、 将又可
レ留
二置河陽之辺
一歟、 死生之間事、 可
レ被
レ仰
二合頼朝
一歟、 私申遣了、
飛脚未
レ到、進退惟谷者、此上如何可
二計申
一、
 
※「綸言如
レ汗」の一節、他本なし。
 
※『平戸記』の論争は、日下力氏指摘の「王事もろき事なし」の転用時期（一二三〇年前後）に近い。
 
※減刑にあたり、常にあらざる断が人主 専権事項であることを示したもの。赦免にあたっての「常」とは「降」の「常赦」を指し、 「非常之断」とは「別勅放免」という個別の事案に適用される。 『平治物語』で信西が極刑を要求して、依拠すべき「文」として主張したのが『律』の当該部であるならば全く逆の使用例である。 『律』の解釈は、明法道の権威惟宗允亮の『政事要略』で踏襲され明法家の間では常識的な解釈
であったが、 『平戸記』寛元二年に石清水八幡宮別当紀兼
盛が起こした刀傷事件の「罪名定」 場では、この解釈が破棄され、罪を重くする向きの「別勅」を要求している（早川庄八氏、上杉和彦氏） 。
 
※死罪復活を の「謀」と伝える史料だが、やや不審。
 
※戸川論文指摘箇所。宗盛の処分に関連して、 「保元例」が想起される。死罪の断が院から得ることの困難を指して「例」と言っているか。
 
源為義已下被
レ行
二斬罪
一。嵯峨天皇以降、所
レ不
レ行刑也。信西謀也。
 
「コハ、如何センズル。清盛已ニ伯父ヲ切ヌ。
院宣ヲ蒙ヌ。宣旨重シテ
、父ノ首ヲハネナバ。 （中略）私ノ敵ニシテ、父
ヲ打王、是程多シ。是ハ其可
レ似ニアラズ。朝敵ニ成セ給テ、
宣旨ヲ蒙ラセ給ヌル上ハ、子細ニヤ可
レ及
。 「
綸言如
レ汗。出
テ不
レ反」トゾ承ル
。
 
『保元物語』 （半井本）下
 義朝ノ弟共誅セラルル事
 
『保元物語』 （半井本）下
 為義最後の事
 
『律』 「名例律第一
18除名」
 
『晋書』巻三十（志巻二十刑法）
／『故唐律疏』 （巻二）／
『律』 「名例律第一
18除名」
／『令義解』 （巻十獄令
 九）／
「宮寺縁起抄」自天徳三年至寛喜二年」 （石清水文書之五）／「座主宣命」永祚元（九八九）年十月廿九日（大日本史料第二編之三）／『政事要略』 （巻六十七）長保二（一〇〇〇）年六月五日（国史大系）／『政事要略』 （巻六十九）長保三（一〇〇一）年二月二十六日／『政事要略』 （巻八十一）寛弘二 一〇〇五）年九月六日／『政事要略』 （巻八十一）標目頭書／『中右記』嘉承元（一一〇六）年四月九日条／『玉葉』治承元 一七七 五月廿一 春日社司祐茂日記』嘉禎二（ 二三六）年正月二十七日／
『平戸記』寛元二（一二四四）年十一月二十日条（鎌倉遺文・六四〇六）／『平戸記』
寛元三（一二四五）年四月十四日条（鎌倉遺文・ 四六七）
／『民経記』文永四（一二六七）年七月二十六日条
 
『百練抄』保元元（一一五六）年七月廿 日条
 
『玉葉』元暦二（一一八五）年四月廿一日条
 
〈 非常之 。 専
レ 之」の解釈〉
 
〈検索し得た用例〉
 
〈先行研究から〉
 
・法制史研究 は利光三津夫氏が『令義解』 「獄令」にあること、上杉和彦氏が『律令』 「名例律
18」にあることを指摘
済み。
 
② 非常ノ断ハ、人主ヲ専ニセヨ」をめぐって
 
〈 「宣旨」の位相〉
 
申云、此事更不
レ可
二思食煩
一也、被
レ仰
二追討之由
一、可
二梟首
一之由雖
レ無
レ疑、為
二生虜
一参上、其上可
レ賜
レ死之由
難
レ被
レ
仰、我朝不
レ行
二死罪
一之故也、保元例也、此外、先例不
レ見之故也
、
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 保元元年七月十五日、左京大夫入道教長、近江中将入道成雅、四位少納言入道成隆、能登守入道家長、蔵人大夫入道経
憲、式部大夫入道盛憲、東三条ニテ、推問セラル。少納言入道、 「其人ヲバ其国ヘ流スベシ、彼人ヲバ彼国ヘ遣スベシ」ト、兼テ披露シケレバ
、 「命計ハ死スマジキ事ゴサンナレ」トテ、アソコ爰ヨリ、法師ニ成テ出来ニケリ
。
 
  猶々義朝ニ
宣旨
ノ下リケルハ、 「幼キ弟共ノアマタアルナル。女子ノ外ヲバ皆失ヘ」トゾ
仰ケル
。
 
 其中ニ、蔵人大夫入道経憲、式部大夫入道盛憲ハ兄弟ニテ有ケリ。カレ二人ト、前滝口秦助安等三人、靱負庁ニ召ハナ
テ拷訊セラル。経憲、盛憲ハ、左大臣ノ御外戚ニテ、事発知タルラントテ被
レ問ケリ。近衛院
幷
美福門院ヲ咒咀シ進セタ
世ニアラムト思計ウタテカリケル物ハアラジ。清盛ハ、伯父忠
正ガ首ヲ切ル。義朝ハ、父為義ガ首ヲ切ル。ウタテカリシ
事也。為義法師、官軍射程ナレバ、思切テコソ有ケン、又嫡子
ノ義朝ヲ頼テ来ケル事ヨ。義朝、暫ハ、 「助ケン」ト申ケ
レ共、
公家ノ御免シ無リケレバ、人手ニ懸ンヨリハトテ、切リケリ
。 （中略）天子ノ御守ハ海外ニアリナムヲ、其ガ有ベ
キカ」トゾ、人傾キ申ケル。
 
※ここで新たに「信西ほどの才人が、誤て」に注目する。 『保元物語』の死罪復活記事が誤っている（創られた）ことはこれまでの考察で明らかだが、 『保元』 『平治』両作品の交渉を前提にそ 前後を考えた場合、 「 『平治』の「誤て」をもとに『保元』の死罪復活場面が創られた」か「 保元 にある死罪復活場面の誤りを指して『平治』の忠通発言がある」という選択肢が生じる。
 
※日下氏は右の想定について、①為義処刑地（朱雀大路）の一致、②父の処刑の宣旨を下された義朝の心境を発想の母胎として重盛の心境吐露に至る表現があると考えられること、を根拠としている。
 
※概ね傍線波線を付した部分の一致は首肯されよう。
 
※他本にない の評。
 
※京図本は義朝を召して仰せがあり「はたの次郎に宣旨」 。鎌倉本・金刀本は義朝に仰せあり。古活字本は義朝を内裏に
召して仰せあり。
 
※京図本・古活字本は「宣旨」と明記。鎌倉本は「又……被
レ仰下
一」 。金刀本なし。
 
イカニモ其儀ニテハ候ハズ。為
レ世、為
レ民、為
レ君、為
レ家ヲ存ジテ申候也。一年保元ノ逆乱之時、故少納言入道信西、適
マ執権ノ時ニ相当リ 本朝ニ絶テ久ナリニシ死罪ヲ申行テ、
左府ノ死骸ヲ実検セラレシ事ナムドハ、余ナル御政トコソ覚
候シカ。古人ノ被
レ申候シハ、 『死罪ヲ被
レ行バ、謀叛ノ輩絶ベカラス』ト。此詞、ハタシテ中二年有テ、平治ニ事出テ
、
信西ガ埋レタリシヲ堀ヲコシテ、首ヲ切テ渡キ。保元ニ行シ事、
忽ニ報テ、身ノ上ニムカワリニケリト思合ラレテ、怖シ
クコソ候シカ。是ハサセル朝敵ニモアラ （以下略）
 
『保元物語』 （半井本）下
 謀反人各召シ捕ラルル事
 
『平家物語』 （延慶本）第一末
 十三
 重盛大納言ノ死罪ヲ申宥給事
 （付線発表者）
 
『平治物語』 （学習院本）下
 経宗・惟方遠流に処せらるる事、同じく召し返さるる事
 （付線発表者）
 
保元物語』 （半井本）下
 左府ノ君達
幷
ビニ謀反人各遠流ノ事
 
『保元物語』 （半井 ）下
 義朝ノ幼少悉ク失ハルル事
 
〈 『保元物語』 『平治物語』 『平家物語』 つなぐ問題〉
 
経宗・惟方両人、召捕て 御坪内に引居たり。すでに死罪に定
ツたりけるを、法性寺大殿、御申ありけるは、 「嵯峨天皇の
御宇、左衛門督仲成が誅せられてより以来 死罪をと
ゞめられて年久しかりしを、保元の乱に、少納言入道
信西ほどの才
人が 誤て
死罪を申行ひ、
中二年有
ツて、去年の逆乱は起れり。死罪を行へば兵乱のたえぬことわざ、忽にあらはれて候
。
公卿の頸を左右なくきられん 、 かゞ候べからん
。 「遠流は二度帰る事なし、死罪に同ず」とうけたまはる。死罪をな
だめられて、遠流に処せられば 宜かるべく候」と申されければ、 （以下略）
 
日下力氏 家物語』と『保元物語』 『平治物語』―成親事件話群の考察―」
 
三
 「五位已上ノ者ノ拷器ニ被
レ寄」
 ─
 自首を促す信西
 
重テ
宣旨
ノ下ケルハ、 「義朝ガ弟共ガ、我ヲ射タルガアマタアンナル。次第ニ搦テ進セヨ」ト
被
レ仰
。
 
①『保元物語』テキストから
 
要するに保元 乱の転末を長々と語ることが、 の場における重盛の言
葉してそぐわないのであり、不必要な感を与える。これは、案外、
『保元物語』体のものが筆者の座右にあった
からかも知れないと、今、私は考える。
 
死罪 決まりかけた人物を救う いう点で、忠通と重盛 言動は一致しており 何らかの交渉が予測されよう。
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  八月廿六日、 北ノ陣ヲ渡ス。 白水干袴ニ赤帷ヲゾ着タリケル。 額ニ疵有ケリ。 「合戦ノ日、 正清ニ被
レ射タル」 トゾ申ケル。
周防判官季実預テ、推問ス。申延タル方モ無シ。首ヲ刎ヌベキカ、
但、其庭ヲ免レタレバ、不
レ可
レ然
。
流スベシ
。只息災
ニテ流タラバ、末代ニモ、又朝敵ト成ナムトテ、 「腕ヲ抜」トゾ被
レ仰ケル。
 
武衡ゐて、きらむとする時に、義光にめを見あはせて 「兵衛殿たすけさせ給へ」といふ。義光、将軍にいはく、 「兵のみち、降人をなだむるは古今例也。しかるを武衡一人、あながちに頸をきらるゝ事、其意如何」といふ。義家、義光につまはじきをしかけていふやう、 「
降人といふは、たゝかひの庭を遁て、人の手にかゝらずして、後にとがをくひて、頸をの
べてまいるなり。いはゆる宗任等なり。武衡は、たゝかひの庭にいけどらへにせられて みだりがはしく片時のいのちをおしむ。これをば降人といふべしや。君この礼法をしらず
。はなはだつたなし」といひて、終にきりつ。
 
※「たゝかひの庭」 「降人」をめぐるルールについて明文化されたものを見いだせない。石井紫郎氏は「兵のみち、降人をなだむるは古今例也。 」は、 〈武〉の側の心情的なルールであり本来的であった とを指摘 ている。保元 乱当時に至って、 「合戦之輩」に適用されたのは義家の主張であり、為朝に対する公卿らの処断に通じている。
 
※鎌倉本・京図本・金刀本では、流罪の前に「腕の筋を抜く」という処分を信西が意見しているが、半井本は「トゾ被
レ
仰ケル」とあり後白河天皇の意向で、古活字本は議定の場からの意見と読める。 （為朝の武芸を惜しむ意見は金刀本のみ）
 
※ こでも半 本に信西 姿が押し出されている。 「死刑 を免れな 前提で、出家 済ませ自首している点に問題がある 換言すれば、 後 描かれるはずの長く行われなかった「死罪」復活を免れようとする意思が既に働いているのである。「五位以上」の者が使庁で専断され斬刑となることは考えられない。
 
波線部・自首を促す信西
 鎌倉本・金刀本は「謀」であり「死罪」を減刑して「流罪」することを明記、古活字本は半井
本と類同だが当該部の前に「謀にや」を加える。京図本には信西は描かれない。
 
今ハ限ニ成ケレバ、何事モ一筋ニ思切タレ共、山野獣、江河ウ
ロクヅモ命ヲ惜ムナレバ、マシテ人間ニハ命ニ増テ惜キ財
ハ何カ有ベキ。
独身ナル犯科人ガ思置事モナキ、重科ニ依テ、手足ヲモ体モヤツサルヽモ、一日ノ命ヲタベト降ヲバ乞
。
マシ 為義法師、何ニカ心ノ留ラザルベキ。
 
『保元物語』 （半井本）下
 為朝生ケ捕リ遠流ニ処セラルル事
 
『保元物語』 （半井本）下
 為義最後ノ事
 
『奥州後三年記』三三「武衡の命乞い」
 
実線部・拷訊の実態
 この時期の罪人に対する身体拘束については上杉和彦氏の論があるが、両肱を縛る「肱禁（こうご
ん） 」が適当だろう。また この拷訊 『兵範記』保元元年七
月二十一日条に「今日盛憲法師、於左衛門府庁、拷訊覆問
〈杖七十五度〉 」 確認できる。しかし、笞杖 よる拷訊の規程（ 『令義解』巻十「獄令」 ）には、 「其決
二杖笞
一者。臀受。
拷訊者。背臀分受。
湏
二数等
一。 〈謂。仮犯
二杖九十
一。應
レ拷
二三度
一者。毎
レ拷臀背分決
二十五
一之類。 〉とあり、背中と尻に笞
杖 加えら た場合偶数回 な ので、途中で気絶 中止されたのであろう。
 
点線部・出家した謀反人の心中
 鎌倉本は（義朝弟等の記事に挟まれ）出頭後斬られている。京図本は助命を期待する件
はない。金刀本は（五人 「入道」ではなく「卿」として） 「道せばき身とならむよりも、配所に至て心安き事もや」と、古活字 は半井本とほぼ同じ
 
二重傍線部・五位以上の拷問
 「五位以上を扱う太政官裁判の中核をなした
のは陣定であり、罪名定と呼ばれる」 （大津
透氏）とあるように、陣定に送られる前 「使庁」による取り
調べの際の拷問と解される。むしろ、伴善男の「先例」が
暗示す 断罪した背景（事件を主導した人物）を問題化すべきか
 
ルト云聞アリ。又、徳大寺ヲ焼ケル子細ヲ被
レ尋。先、庁ノ下部ヨリテ、衣裳ヲ剥取。
頸ニ縄ヲゾ付シメケレバ
、式部大
夫入道ハ、 「ヰカニシツルゾヤ。我ヲ扶ヨ」トサケビテ、下部ニ向テ、手ヲ合テ泣。是ヲ見テ、座ニ連ル官人共、木石ヲ作ラヌ身ナレバ、目モ不
レ被
レ当思共、
刑法限アリケレバ、七十五度ノ拷訊ヲゾ加ヘケル
。始ニハ声ヲ上テヲメケ共、後ニ
ハ テ、死ヌルカトゾ見ヘケル。五位已上ノ者ノ拷器ニ被
レ寄事、先例希也
。サレ共、昔、水尾ノ天皇御時、カヽル様
ノ有キ。貞観八年三月十日夜、応天門ノ焼ケタリシヲ、造意ノ嫌疑ニテ 大納言伴ノ善男ガ所当ゾト聞 靱負庁ニ下サレテ拷問セラレケリ。今度モ其例トゾ聞シ。
 
③検非違使庁の専断
 
②「助命」を ぐる問題
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    →〈先例〉を破る歴史は隠蔽され、新たな物語が創出され
る。 （信西による死刑復活記事の虚構、異質な法解釈）
 
※〈物語〉は〈先例〉を呼び起こす危機的状況（事件）を
語るに際し、 〈先例〉を破る主体（人物）を必要とした。
 
※信西は二年後にその死をもって「報」を受ける。それは「おのれの生命を失うことも辞さない」 （龍福氏）で〈先例〉に背いた人物として物語化される営みと呼応する。
 
※先に挙げた『平治』の「死罪を行へば兵乱のたえぬことわざ」 、 『平家』の「 『死罪ヲ被
レ行バ、謀叛ノ輩絶ベカラス』 」
は冒頭で考察した、死罪断行を進言した信西の言葉「多ノ謀反ノ輩ヲ 国々へ遣サレバ、僻事出来リ、定世乱候ナンズ」とは全く逆の時代認識となっている。この皮肉な展開は信西の「誤」として、 『平治物語』 （学習院本・古活字本等）一部伝本に み伝えられている。
 
※検非違使によって過激な肉刑が処せられたという伝承。佐伯
真一氏が考察している経成説話も興味深い。 『保元』当該
部とも通じ、検非違使庁の〈先例〉 （ 〈武〉が担う断罪の問題）については後考を期したい。
 
四
 時代認識と信西の「報」
 ─
 まとめにかえて
 
無
レ 程経上テ、正二位大納言ニ至リ給ヘリ。申合ラレケレバ、時人「平関白」トゾ申ケル。検非違使ノ別当ニモ三度マデ
ナラレタリキ。
未無
二 先例
一 事也
。今暫モ平家ノ世ナリセバ、大臣有
レ疑マジ。庁務ノ時モ様々ノ事共張行シテ、強盗廿人
ガ右手切ラレナムドシケリ
。昔悪別当経成ト云ケル人コソ、強盗ノ頸切タリケレ。此時忠卿、事ニ触テ心猛キ人ニテオワ
シケリ。
 
『平家物語』 （延慶本）第一末
 卅八
 宇治ノ悪左府贈官等ノ事
 
同十七日、源判官季経以下の検非違使、大炊御門河原にて信西が首をうけ取、大路を渡、東の獄門のまゑなる樗の木にぞかけてける。
京中の上下、市をなしてこれを見る
。そのなかに、こき墨染の衣きて、隠遁、年ひさしげなる僧あり。此首
をみて、涙をながして申けるは、 「此人、かゝる目にあい、そ
の咎、なにごとぞや。 （中略）朝敵にあらざる人の首を渡て
かけたる先例やある
。
罪科なにごとぞや。先世の宿業、当時の現報、まこと、はかりがたき事かな
」
 
『平治物語』 （陽明文庫本）上
 信西の首大路を渡し獄門にかけらるる事
 
『保元物語』 （半井本）下
 新院血ヲ以テ御経ノ奥ニ誓状ノ事
 付崩御ノ事
 
『平家物語』 （延慶本）第一本
 卅四
 六条院崩御之事
 
『平家物語』 （延慶本）第一本
 八
 主上々皇御中不快之事
 付二代ノ后ニ立給事
 
『平家物語』
（延慶本）
第六末
 六
 平大納言時忠之事
 
御不審ノ残所ハ猿事ナレドモ、 墳墓ヲ堀ウガチ、 死骸ヲ被
二実検
一之事ハ、 少納言入道信西ガ計ニ諸事随ハセ給ト云ナガラ、
情ナクコソ聞ヘシカ。
此ノ報ヒニヤ、信西、平治ノ最後ノ有様少シモタガハザリキ。怖シカリシ事共也
。
 
加様ニ打続天下ニ歎ノミ多ク、人ノ心ノ定ラザル事ハ、偏ヘニ ノ一門ノミ栄テ、一天四海ヲ掌ニ拳テ、
先例ニ違ル務
ヲ申行ヘル
故トゾ、内々ハ申アヒケル。
 
鳥羽院御晏駕ノ後ハ兵革打ツヾキ
、
死罪、流刑、解官、停止常ニ被
レ行テ
、海内モ不
レ静ラ、世間モ落居セズ。
 
其後ハ御グシモ剃ズ、御爪モ切セ給ハデ 生ナガラ天狗ノ御姿ニ成セ給テ、中二年有テ （中略）少納言入道信西 亡シ院 モ内ヲモ取進テ、大内ニ立テ籠テ、叙位除目行フ。
少納言入道ハ山ノ奥ニ埋レタルヲ、堀リ興サレテ、首ヲ被
レ切、
大路ヲ渡サレ、獄門ノ木ニ
レ懸シ事、保元ノ乱ニ多ノ人ノ頸ヲ切セ、宇治ノ左府ノ死骸ヲ堀興シタリケル其報
トゾ覚ヘ
タル。
 
【使用テキスト】
以下を使用し、私に適宜校訂した部分がある。
 
②信西の「報」
 
①時代認識について
 
『奥州後三年記』野中哲照「 『奥州後三年記』の本文研究 本文篇 」 『古典遺産』三一号 一九九一・二）／『保元物語』半井本…栃木孝惟校注『岩波新日本古典文学大系
43  保元物語
 平治物語
 承久記』 （一九九二） 、金刀比羅本…永積安明ほか校注『岩波日本古典文学
大系
31  保元物語
 平治物語』 （一九六一） 、文保本・京図本・古活字本…武久堅監修『保元物語六本対観表』 （和泉書院、二〇〇四）／
『平治物語』学習院本…日下力校注『岩波新日本古典文学大系
43  保元物語
 平治物語
 承久記』 （一九九二）／金刀比羅本…永積安明ほ
→異本間の異同として、新たな物語が解消されていく傾
向もある。 （信西像の問題…日下氏、須藤敬氏の論等）
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か校注『岩波日本古典文学大系
31  保元物語
 平治物語』 （一九六一）／『平家物語』覚一
本…高木市之助ほか校注『岩波日本古典文学
大系
32  平家物語上』 （岩波書店、一九五九） 、延慶本…北原保雄・小川栄一『延慶本平家物語本文編上・下』 （勉誠出版、一九九〇） 、栃
木孝惟・松尾葦江他『校訂延慶本平家物語
 （一）～（十二） 』 （汲古書院、二〇〇〇～〇九）
 
『律令』…岩波思想大系／『中右記』 『兵範記』…史料大成／『玉葉』…図書寮叢刊／『平戸記』…鎌倉遺文／『政事要略』…国史大系
 
【参考文献】
五十音順。敬称略。
 
石井紫郎「合戦と追捕―前近代法と自力救済―」 （ 『日本国制史研
究Ⅱ日本人の国家生活』 （第一章）東京大学出版会、一九八六）
 
岩橋小弥太「小納言入道信西」 （ 『國學院雑誌
 六〇巻六号、一九五九・六）
 
上杉和彦「中世成立期刑罰論ノート」 （ 『日本中世奉体系成立史論
』校倉書房、一九九六←『遙かなる中世』十四、一九九五）
 
大津透「摂関期の陣定」 （ 『山梨大学教育学部研究報告』四六号、一九九六）
 
大津透「摂関期の律令法」 （ 『山梨大学教育学部研究報告』四七号、一九 七）
 
大津透「格式の成立と摂関期の法」 （ 『新
 体系日本史２
 法社会史』 （２章）山川出版社、二〇〇一）
 
日下力「 『平治物語』初 作者の心―義朝像の問題から―」 （ 『国文学
研究』五一号、一九七三・一〇←『平治物語の成立と展開』 （前篇第
二章第三節）汲古書院、一九九七）
 
日下力「 『平家物語』と『保元物語』 『平治物語』―成親事件話群の考察―」 （ 『国文学研究』七八号、一九八二・一〇←『平治物語の成立と展開』 （後篇第二章第三節）汲古書院、一九九七）
 
日下力「軍記物語の生成と展開」 （ 『岩波講座
 日本文学史５』岩波書店、一九九五←『平家物
語の誕生』 （結部）岩波書店、二〇〇一）
 
佐伯真一「 「悪別当経成」のこと」 （ 『延慶本平家物語考証一』 典社、一九九二）
 
島善高「律令時代の恩赦―その種類と内容」 （ 『國學院雑誌』八一巻九号、一九八〇・九）
 
島善高「律令時代の恩赦―その種類と効力 法制史研究』三四号、一 八四）
 
須藤敬「 『保元物語』古態本の考察―信西の描かれ方の問題から―」 （ 『軍記文学研究叢書３保元物語の形成』汲古書院、一九九七）
 
竹内正「律および大赦についての一考察（１ ―刑法 国家権力の 係を中心に」 （ 『刑法雑誌』一四巻一号、一九六五・四
 
武久堅「説話する末世の予言者―重盛伝承と平家物語の構想 平家
物語の全体像』和泉書院、一九九六←『説話論集第二集』清文堂、
一九九二）
 
武久堅「軍記文学成立の諸条件」 （軍記文学研究叢書 『軍記文学とその周縁 汲古書院、二〇〇〇）
 
告井幸男「摂関期の騒擾事件と権門・検非違使」 （ 『 本史研究』四三三号、一九九八）
 
戸川点「軍記物語にみる死刑・梟首」 （ 『歴史評論 六三七号、二〇〇三・四）
 
新田一郎「社会的 決定」手続と「法」 《例》の作用をめぐって」 （ 『院政期文化論集第一巻権力と文化 森話 二〇〇
 
橋本義彦『平安貴族社会の研究』 （吉川弘文館、一九七六）
 
早川厚一「 『平家物語』 「殿上の闇討」話の先例説話―延慶本 上代・末代について― 物語を読む―成立の謎をさぐる―』和泉書院、二〇〇〇←『国語と国文学』一九九三・六）
 
早川庄八 「寛元二年の石清水八幡宮神殿汚穢事件―平戸記の関連記事・試読―」 中世に生きる律令―言葉と事件をめぐって―』 平凡社、一九八六←『名古屋大学文学部研究論集（史学三二） 』一九八六 三）
 
前田禎彦「摂関期の闘乱・濫行事件」 （ 『日本史研究』四三三号、一九 八）
 
前田禎彦「平安時代の法と秩序」 （ 『日本史研究』四五 号、二〇〇〇）
 
元木泰雄「信西の出現─院 専制と近臣」 （ 『院政期政治史研究 （第四章）思文閣出版、一九九六← 立命館 学』五二 号、一九九六）
 
桃裕行『上代学制の研究』 （吉川弘文館、一九四七←一九八三）
 
利光三津夫「嵯峨朝における死刑停止について」 （ 『律の研究 明治書院、一九六一）
 
利光三津夫「平安時 における死刑停止」 （ 『律令制とその周辺』慶應通信、一九六七）
 
律令研究會編『譯註日本律令五唐律疏議譯註篇一』 （東京堂出版、 七 ）
 
龍福義友「平安中期の《例》について」 （ 『日記 思考─日本中世思考 への序章─』平凡社、一九九五←『論集
 中世の窓』吉川弘文館、
一九七七）
 
【付記】 「非常之断」の用例については「東京大学史料編纂所データベース」 （
http://www.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/）に依った部分が多
い。本発表は、平成二十一年度科学研究費補助金（基盤研究Ｃ） 「古代
･中世における〈武〉の文学表現と歴史
･伝承との連関に
ついての総合探究」の 果の 部である。
 
